
































































 表２ この 10 年間の公衆衛生学会での発表状況と内容 
                   （カッコは発表題数） 
                 10 年間の発表数 28 
1）健康福祉センターの組織時   （発表分野） 
第 58 回（1999）大分 （4）    1）保健所,衛生行政,健康危機管理（8 題） 
第 59 回（2000）群馬 （2）    2）精神保健福祉（6 題） 
第 60 回（2001）香川 （4）      3）ヘルスプロモーション,健康日本 21, 
第 61 回（2002）埼玉 （1）         ＱＯＬ（4 題） 
第 62 回（2003）京都 （3）      4）親子保健・学校保健（4 題） 
第 63 回（2004）松江 （7）     5）感染症（2 題）  
2）保健所の組織時         6）健康教育（1 題）,難病,障害,医療福祉（1 題） 
第 64 回（2005）札幌 （3）   高齢者保健福祉,介護（1 題）,口腔保健（1 題） 
第 65 回（2006）富山 （3）  
第 66 回（2007）愛媛 （1）  






















 表４ この 10 年間の島根県保健福祉研究会の発表状況と内容 
                   （カッコは発表題数） 
                 10 年間の発表数 173 
1）健康福祉センターの組織時   （発表分野） 
z 第 40 回（1999） （17）  1）精神保健福祉（34 題） 
z 第 41 回（2000） （26）  2）感染症（28 題） 
z 第 42 回（2001） （18）  3）ヘルスプロモーション,健康日本 21, 
z 第 43 回（2002） （14）    ＱＯＬ（20 題） 
z 第 44 回（2003） （22）  4）親子保健・学校保健（18 題） 
z 第 45 回（2004） （23）  5）難病,障害,医療福祉（10 題） 
2）保健所の組織時  6）高齢者保健福祉,介護（10 題） 
z 第 46 回（2005） （14）  7）環境保健,生活環境衛生（10 題） 
z 第 47 回（2006） （16）  8）成人保健Ⅰ（循環器・悪性新生物）（９題） 
z 第 48 回（2007） （15）  9）地域保健,地域医療（8 題）  
z 第 49 回（2008） （8） 10）産業保健（６題） 
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 表６ 保健所の機能を発揮した事例 
事例                    特徴 
感染症関連         
・福祉施設における赤痢集団発生   知的障がい施設における感染拡大防止対策の困難 
      （浜田保健所）    性が示された。 
・中学生における原因不明下痢症   ウイルスによる食中毒でなく,疫学調査の結果 
の集団発生 （浜田保健所）    飲料水を介しての感染が疑われた。  
・新型インフルエンザ対策 
        （益田保健所）   学校,地域,事業所などへ積極的に出前講座を実施し, 
感染症への正しい理解と対応を図った。 
        （出雲保健所）   地域医師会による病院発熱外来への応援体制構築 
                   や流行時の休日診療応援体制などの地域医療 
                   連携づくりを進めた。 
・鳥展示施設におけるオウム病    鳥展示施設におけるオウム病による全国初の集団  
集団感染への対応         事例の疫学調査を実施した。 
    （松江保健所）   感染症法改正の契機の一つとなった事例である。 
医療関連 
・医療崩壊を防ぐ取り組み 
     （益田保健所）    医師不足による救急医療体制維持のために,病院 
                 間の連携,市町の取り組み推進,住民への啓発 
                 を積極的に展開した。 
・採血用穿刺器具誤使用による    患者の自己使用器具が広く診療に用いられていた 
針の反復使用（益田保健所）    実態の解明とマスコミ報道の問題があがった。 
・医療機関を対象とした医療 
 廃棄物講習（出雲保健所）   診療への立ち入り検査により,廃棄物に関連する 
                 指摘・指導事項が多い現状から講習会を企画した。 
・地域連携クリティカルパス     大腿骨頸部骨折と脳卒中についての地域連携パス 
  の作成（出雲保健所）    作成により,急性期病院と回復期病院との連携 
                 が深まった。 
その他 
・事故予防サポーターによる     地域の中での事故予防に対する理解者・実践者と 
小児の事故予防対策        して「小児の事故予防サポーター」を養成した。 
     （出雲保健所）    施設の安全点検や出前講座などの活動を継続した。 
・糖尿病管理システム事業      離島・海岸部と山間部を対象地域に,2 つの保健所 
  （旧能義保健所・       の共同事業として,健診結果・栄養調査の結果 
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この 10 年間（1999 年～ 2008 年）のＳ県の保健所の取り組みと課題
